
２０２３年７月１８日 

町田市立中央図書館ホール 

１ 開  会 

図書館長 挨拶 

２ 委員紹介 

３ 議  事 

（１）「第四次町田市子ども読書活動推進計画２０２２年度取組結果及び 

２０２３年度取組予定」について 資料２ 

（２）「第五次町田市子ども読書活動推進計画の策定」について 資料３ 

４ 情報交換 

５ その他 

次回の会議予定について（１月～２月） 

６ 閉  会 

配布資料一覧 

資料１ 町田市子ども読書活動推進計画推進会議 委員名簿 

資料２ 

１ 第四次町田市子ども読書活動推進計画２０２２年度取組結果及び 

２０２３年度取組予定 報告書(案) 

２ ２０２２年度取組結果にかかる市民委員からの質問及び回答 

３ ２０２２年度取組結果にかかる市民委員からの意見 

資料３ 

１ 第五次町田市子ども読書活動推進計画の策定について 

２ 第五次町田市子ども読書活動推進計画策定委員会設置要領 

３ 第五次町田市子ども読書活動推進計画策定スケジュール 
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選　出　区　分 氏　名 備考

町田市公立小学校長会の代表

（南成瀬小学校）

町田市公立中学校長会の代表

（木曽中学校）

町田市立小学校の読書活動に携わる保護者

町田市立中学校ＰＴＡ連合会の代表

（小山田中学校）

町田市私立幼稚園協会の代表

（きそ幼稚園　園長）

町田市法人立保育園協会の代表

（東平ひまわりこども園　園長）

図書館又は学校図書館に係わるボランティア

（金森図書館おはなしボランティア、かえで文庫世話人）

図書館又は学校図書館に係わるボランティア

（鶴川第三小学校図書指導員）

生涯学習部図書館長 中嶋　真 指名

学校教育部教育総務課長 高田　正人 指名

学校教育部指導課長 大山　聡 指名

子ども生活部子育て推進課長 香月　勇人 委嘱

町田市立図書館協議会の代表 鈴木　真佐世 委嘱

子ども生活部児童青少年課長 菊地　仁幸 委嘱

砂川　とき江 委嘱

福田　比呂子 委嘱

櫻井　恵美子 委嘱

吉川　厚子 委嘱

町田市子ども読書活動推進計画推進会議 委員名簿

※選出調整中

保髙　浩子 委嘱

吉成　美紀 指名

梶野　明信 指名

資料1

   委員任期(2021年11月から2023年10月まで)
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資料2-1

第四次町田市子ども読書活動推進計画

２０２２年度取組結果及び２０２３年度取組予定　報告書(案)

町田市教育委員会

2023年7月

3



目　　次

基本目標Ⅰ　　　子どもが本と出会うきっかけ作り 基本目標Ⅲ　　子どもの読書に関わる人の配置と育成

1-1・・・・・・図書館でのおはなし会 3-1・・・・・・学校図書館担当者研修
1-2・・・・・・「子育てひろば」でのおはなし会 3-2・・・・・・新任教諭への図書館研修
1-3・・・・・・学童保育クラブのおはなし会 3-3・・・・・・児童文学講座の実施
1-4・・・・・・子どもセンターのおはなし会 3-4・・・・・・保護者向け絵本の読み聞かせ講座の実施
1-5・・・・・・自由民権資料館まつりでのおはなし会 3-5・・・・・・図書館おはなし会ボランティアの養成
1-6・・・・・・「きしゃポッポ」等での読み聞かせ 3-6・・・・・・文学館おはなし会ボランティアの養成
1-7・・・・・・健診時のおはなし会
1-8・・・・・・ブックトーク
1-9・・・・・・図書館のおすすめブックリスト
1-10・・・・・・ことばらんどショートショートコンクール
1-11・・・・・・図書館でのイベント・講座
1-12・・・・・・文学館でのイベント・講座
1-13・・・・・・図書館見学の受け入れ
1-14・・・・・・マイ保育園登録時の絵本配布
1-15・・・・・・イベント等における本の活用
1-16・・・・・・母子バッグへのおすすめ絵本リスト同封
1-17・・・・・・各校特色のある読書活動

基本目標Ⅱ　　　いつでも身近なところに本がある環境作り

2-1・・・・・・えいごのまちだ
2-2・・・・・・図書館児童資料
2-3・・・・・・公立保育園および地域子育て相談センター
2-4・・・・・・学童保育クラブ
2-5・・・・・・子どもセンター
2-6・・・・・・「学校図書館活用の手引き」
2-7・・・・・・学校図書館の蔵書整備
2-8・・・・・・学校図書館支援貸出
2-9・・・・・・「子育てひろばカレンダー」の発行
2-10・・・・・・「生涯学習ＮＡＶＩ」の発行
2-11・・・・・・まちだ子育てサイトの活用
2-12・・・・・・図書館公式ホームページ・Ｔｗｉｔｔｅｒ
2-13・・・・・・「家庭学習の手引き」の提供
2-14・・・・・・「本と出会う場所」マップ

4



基本目標Ⅰ　　◎子どもが本と出会うきっかけ作り

基本
目標

通し
番号

取組
グループ

取り組み
担当
課

対象 内容 2022年度目標 2022年度取組 2022年度取組結果
自己評

価
2023年度目標 2023年度取組予定

・2021年度に再開したおはなし会について、
2022年度の開催状況を踏まえて、2023年度も
継続して開催する。

乳幼児向けから小学
校低学年向けまで、
年齢・発達にあったお
はなし会を、各図書館
が工夫をこらして実施
する。

・「おはなし会」を、全
館で通常どおり再開
する。

・新型コロナウイルス感染症の影響に
より、2年連続で中止している「ボラン
ティアとの懇談会」を開催する。
・「（全館の）児童担当者による打合せ」
を実施し、開催にあたって生じた課題
を検討する。
・現在、不定期で開催している「おはな
し会」を、通常どおり定期的に開催す
る。
・実施可能な館による「出張おはなし
会」を開催する。

・図書館の絵本も活用
しながら、地域の親子
に絵本に触れる機会
を提供する。

・引き続き、子育てひろばの出し物の
一つとして、絵本に触れる機会を設け
る。
・図書館職員やボランティアによるおは
なし会を取り入れていく。

【中央図書館】
・大きい子向けおはなし会：49回開催、309名参
加
・小さい子向けおはなし会：12回開催、105名参
加
・乳幼児向けおはなし会：36回開催、147名参
加
・こわいおはなし会：1回開催、14名参加
【さるびあ図書館】
・おはなし会：11回開催、118名参加
・小さい子向けおはなし会：5回開催、19名参加
・乳幼児向けおはなし会:10回開催、81名参加
【鶴川図書館】
・おはなし会：3回開催、22名参加
・乳幼児向けおはなし会:3回開催、23名参加
【金森図書館】
・おはなし会：41回開催、330名参加
・乳幼児向けおはなし会：11回開催、106名参
加
【堺図書館】
・おはなし会：5回開催、26名参加
・こうさぎ保育園向けおはなし会：16回開催、
199名参加
・乳幼児向けおはなし会：9回開催、54名参加
【鶴川駅前図書館】
・おはなし会：12回開催、65名参加
・乳幼児向けおはなし会：12回開催、82名参加
・えいごのおはなし会：9回開催、76名参加
【木曽山崎図書館】
・大きい子向けおはなし会：13回開催、46名参
加
・赤ちゃんと小さい子向けおはなし会：12回開
催、77名参加
【忠生図書館】
・大きい子向けおはなし会：20回開催、221名参
加
・大きい子向けこわいおはなし会：1回開催、23
名参加
・しぜんの国保育園おはなし会：2回開催、19名
参加
・小さい子向けおはなし会：4回開催、51名参加
・乳幼児向けおはなし会：11回開催、74名参加

B
・「おはなし会」を全館
で定期的に開催する。

・引き続き、子育てひろばの中で、絵本に触れ
る機会を設ける。
・図書館職員やボランティアによるおはなし会
を取り入れていく。

1 1
おはなし
会

図書館でのおはなし会

図書
館

(サー
ビス
係児
童担
当)

乳
幼
小
保

・おはなし会を主とした子育てひろばを102回開
催した。
・子育てひろばの中で読み聞かせ等の時間を
必ず作ることで、絵本やお話しに触れる機会が
持てるようにした。
・子どもセンター併設の町田地域子育て相談セ
ンターでは、来館した未就学児の親子に向け
て、月に14日程度、絵本の読み聞かせをする
取り組みを行った。
・地域のおはなしボランティアによるおはなし会
を開催する機会を設けることができた。

B

・図書館の絵本も活用
しながら、地域の親子
に絵本に触れる機会
を提供する。

1 2
おはなし
会

「子育てひろば」でのおは
なし会

子育
て推
進課

乳
幼
保

「子育てひろば」事業
の一つとして、地域子
育て相談センターが
乳幼児向けおはなし
会を開催する。絵本
や紙芝居の読み聞か
せを中心に行う。見て
聞いて絵本の楽しさを
味わえるように、わか
りやすい絵本を提供し
ながら取り組む。

1 3
おはなし
会

学童保育クラブのおはな
し会

児童
青少
年課

小

・毎月2回程度実施するおはなし会の中で、3年
生以上の児童が低学年児童に読み聞かせを
行う機会をさらに増やせるよう、職員が児童に
働きかけ、楽しくやりがいを感じながら実施で
きるよう支援していく。

在籍する子どものた
めに、おはなし会を実
施する。また、子ども
センターや図書館の
おはなし会に参加して
おはなしを聞く機会を
確保する。

・3年生以上の高学年
児童による読み聞か
せの機会を増し、定例
化することを目指す。

・毎月1回実施するおはなし会の中で、
高学年児童の読み聞かせを行う機会
を増せるよう、職員が高学年児童に働
きかけ、楽しくやりがいを感じながら実
施できるよう支援していく。

・毎月2回程度実施するおはなし会の中で、希
望する3年生以上の児童が、低学年児童に対
して読み聞かせを行う機会を設けた。
・指定管理者においても、19の学童保育クラブ
でおはなし会が行われ、内1つでは児童による
読み聞かせを行う機会を設けた。

B

・3年生以上の児童が
読み聞かせを行う機
会を増やせるよう、職
員が児童に働きか
け、楽しくやりがいを
感じながら実施できる
よう支援していく。
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基本目標Ⅰ　　◎子どもが本と出会うきっかけ作り

基本
目標

通し
番号

取組
グループ

取り組み
担当
課

対象 内容 2022年度目標 2022年度取組 2022年度取組結果
自己評

価
2023年度目標 2023年度取組予定

【ばあん】
・おはなし会を、ボラン
ティア団体と連携しな
がら実施することを目
指す。

・2022年度も引き続き、感染状況に留
意し、継続して事業を実施していく。ま
た、夏休み事業等についても、2021年
度と同様、実施していく予定である。

・原則毎月2回、乳幼児及び未就学児を対象
に、絵本の紹介を含めたお話や手遊び、パネ
ルシアターなどを、ボランティア団体「おはなし
とんからりん♪」に依頼し実施した。
・新型コロナウイルス感染症対策として、参加
定員を設けた。
・夏休み・冬休みの大型イベントの演目として、
おはなし会を実施した。

B
・おはなし会を、ボラン
ティア団体と連携しな
がら実施する。

・引き続き、感染状況に留意しながら、継続し
ておはなし会を行う。また大型イベント時にお
いても実施していく。

【つるっこ】
・おはなし会を、ボラン
ティア団体と連携しな
がら実施することを目
指す。

・新型コロナウイルス感染症の状況を
見ながら、ボランティア団体「柿の木文
庫」にご協力いただき、毎月1回の乳幼
児向けおはなし会、小学生向けの夏休
みおはなし会を実施していく。

・ボランティア団体「柿の木文庫」による乳幼児
向けのおはなし会「ぴよぱおタイム」を毎月1回
実施した。
また小学生向けのおはなし会を夏休みに1回
実施した。

B
・おはなし会を、ボラン
ティア団体と連携しな
がら実施する。

・引き続き、感染状況に留意しながら継続して
事業を実施していく。

【ぱお】
・おはなし会を、ボラン
ティア団体と連携しな
がら実施することを目
指す。

・新型コロナウイルス感染症の状況を
見ながら、継続して事業を実施してい
く。

・毎月第2金曜日に乳幼児及び未就学児を対
象に、絵本や紙芝居のお話、手遊び、わらべ
歌などを、ボランティア団体「おはなしアイアイ」
に依頼し実施した。
・年3回の大型イベントで乳幼児向けのおはな
し会を実施した。

B
・おはなし会を、ボラン
ティア団体と連携しな
がら実施する。

・引き続き、感染状況に留意しながら継続して
事業を実施していく。

【まあち】
・おはなし会を、ボラン
ティア団体と連携しな
がら実施することを目
指す。

・新型コロナウイルス感染症の状況を
見ながら、継続して事業を実施してい
く。

・毎月1回、ボランティア団体「にこぽ」による、
手遊びやわらべうた、絵本の読み聞かせなど
のおはなし会（乳幼児向け）を実施した。
・4、6、10、2月に1回ずつ、中央図書館・さるび
あ図書館との共催による乳幼児向けおはなし
会を実施した。
・夏休み期間に1回、中央図書館との共催によ
る小学生向けのこわいおはなし会を実施した。

B
・おはなし会を、ボラン
ティア団体と連携しな
がら実施する。

・新型コロナウイルス感染症の状況に留意しな
がら、継続して事業を実施していく。

1 5
おはなし
会

自由民権資料館まつりの
おはなし会（紙芝居上
演）

※自由民権資料館まつり
は事業見直しにより中止

自由
民権
資料
館

小
中
保

町田の郷土史に興味
を持ってもらうため
に、「町田の民話」の
紙芝居等を実施す
る。

・イベントや体験講座
において町田の郷土
史に興味を持ってもら
える図書の活用を目
指す。

・イベントや体験講座において町田の
郷土史に興味を持ってもらえる図書を
紹介する。

・町田の郷土史に興味を持ってもらえるよう
に、2月10日から3月8日の期間で中央図書館
特集コーナーにおいて、子ども向けの歴史書
籍を紹介した。

B

・イベントや体験講座
において町田の郷土
史に興味を持ってもら
える図書の活用を目
指す。

・イベントや体験講座において町田の郷土史に
興味を持ってもらえる図書を紹介する。

【ただON】
・おはなし会を、ボラン
ティア団体と連携しな
がら実施することを目
指す。

・新型コロナウイルス感染症の状況を
見ながら、継続して事業を実施してい
く。
・忠生図書館共催事業「調べてミッショ
ン！図書館の本を使ってクイズに挑戦
しよう！」については、新型コロナウイ
ルス感染症対策を講じ、実施できる方
法を検討していく。

・おはなし会を、ボラン
ティア団体と連携しな
がら実施する。
・「おはなしたいむ」の
実施回数を増やす。

・引き続き、感染状況に留意しながら継続して
事業を実施していく。

・紙芝居・手遊び・パネルシアター・音楽に合わ
せたお話などを、ボランティア団体「ひろば文
庫」に依頼し、乳幼児の親子を対象に毎月1回
実施した。
・夏休み期間に、小学生を対象にした「こわい
おはなし会」を実施した。
・10月に「わくわくおはなし会スペシャル」とし
て、おはなし会にフルートの生演奏を加え、実
施した。
・忠生図書館との共催事業として、3月に「ふし
ぎがいっぱい工作おはなし会」を実施した。

B
・おはなし会を、ボラン
ティア団体と連携しな
がら実施する。

・引き続き、感染状況に留意しながら継続して
事業を実施していく。

1 6
おはなし
会

「きしゃポッポ」等での読
み聞かせ

生涯
学習
セン
ター

乳
保

・毎月第1・3金曜日に、ボランティア団体「さくら
んぼの会」に依頼し親子向けのおはなし会を
開催した。
・「おはなしたいむ」については、利用者の状況
をみて3月までに7回実施した。
・堺図書館との連携事業として1月に乳幼児向
けおはなし会を実施した。

B
1 4

おはなし
会

子どもセンターのおはな
し会

児童
青少
年課

乳
幼
小

市民に向けた「乳幼児
向けおはなし会」を行
う。

【ぱお分館WAAAO】
・おはなし会を、ボラン
ティア団体と連携しな
がら実施することを目
指す。

・新型コロナウイルス感染症の状況を
見ながら、継続して事業を実施してい
く。
・不定期開催の「おはなしたいむ」につ
いては、月1～2回程度、定例的に実施
していく。

・「きしゃポッポ」、「パパと一緒にきしゃポッポ」
での読み聞かせや紹介、絵本の展示を続けて
行きたい。
また、引続き大型絵本も活用したい。

「きしゃポッポ」、「パパ
と一緒にきしゃポッ
ポ」、親子対象のイベ
ント等の保育を伴う事
業において、読み聞
かせや絵本の紹介を
行う。

・「きしゃポッポ」、「パ
パと一緒にきしゃポッ
ポ」において、毎回読
み聞かせ、紹介を行
う。
・大型絵本を活用する

・「きしゃポッポ」、「パパと一緒にきしゃ
ポッポ」において、読み聞かせや紹介、
絵本の展示を続けて行きたい。また、
引続き大型絵本も活用したい。

・毎月テーマに沿った2冊を選び、「きしゃポッ
ポ」、「パパと一緒にきしゃポッポ」で読み聞か
せ、紹介をした。
・2冊のうち1冊は大型絵本を活用することとし、
読み聞かせの際、親子で楽しみやすいように
工夫をした。
なお、絵本の展示はイベント中のみ行った。

B

・「きしゃポッポ」、「パ
パと一緒にきしゃポッ
ポ」において、毎回読
み聞かせ、紹介を行
う。
・大型絵本を活用す
る。
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基本目標Ⅰ　　◎子どもが本と出会うきっかけ作り

基本
目標

通し
番号

取組
グループ

取り組み
担当
課

対象 内容 2022年度目標 2022年度取組 2022年度取組結果
自己評

価
2023年度目標 2023年度取組予定

1 7
おはなし
会

健診時のおはなし会
保健
予防
課

幼
保

3歳児健診の待ち時
間に、ボランティアグ
ループの協力による
絵本の読み聞かせや
手遊びを行う。

・健診の呼び出し方法
を変更する際には実
施の可否を検討す
る。

・健診会場で3密を避けるため、呼び出
し時間を細かく区切り待合の時間を縮
小しているため、再開の予定が立って
いない。

再開が見込めないため、事業廃止とした。 C

※現在の、健診呼び
出し時間の細分化を
継続していく予定のた
め、当該事業の再開
は見込めず、事業は
廃止とする。

A

・青少年の文学に触
れあうきっかけとなる
よう、引き続き「ショー
トショートコンクール」
を実施する。
・1,000編の応募数を
目指す。

・多くの児童・生徒に応募してもらえるよう出張
授業で創作の楽しさ、方法を伝える。
・効果的なPR活動を行い「ショートショートコン
クール」の認知度を高める。

・全館までにはいたらなかったが、中央館以外
の館もブックトークを開催した。

【中央図書館】
・7月15日「藤の台小学校（6年生）」：2クラス47
名参加
・12月16日「藤の台小学校（4年生）」：2クラス70
名参加
【金森図書館】
・2月16日「南第四小学校（1年生）」：3クラス89
名参加
・2月21日「南第四小学校（3年生）」：3クラス79
名参加
・3月3日「南第四小学校（支援学級）」：1クラス
15名参加
【忠生図書館】
・12月5日「図師小学校（3年生）」：3クラス82名
参加
・12月13日「図師小学校（4年生）」：3クラス95名
参加
・2月13日「図師小学校（6年生）」：3クラス84名
参加
・3月1日「図師小学校（5年生）」：2クラス74名参
加
・3月28日「山崎学童」：16名参加

C

1 10

子ども向
け読書活
動普及事
業

ことばらんどショート
ショートコンクール

（旧：町田市創作童話コ
ンクール）

文学
館

1 8
ブックトー
ク

ブックトーク

図書
館

(サー
ビス
係児
童担
当)

幼
小
中

普及・継続に向けて、
ブックトークのノウハ
ウ共有とスキル向上
を図る。
より効果的なＰＲに努
める。

・市内全域の小学校
等地域にPRする。
・全館でブックトークを
再開する。

・全館の「児童担当者による打合せ」を
実施し、市内全域にPRできる方法を検
討する。
・依頼に基づき、ブックトークを実施す
る。

・市内全域の小学校
等地域にPRする。

・ブックトークの効果的なＰＲ方法について検討
を行っていく。

1 9
ブックリス
ト

図書館のおすすめブック
リスト

図書
館

乳
幼
小
中
保

・｢ほんのたからじま 3･4･5さい｣を、引き続き保
育園・幼稚園に案内及び配布する。
・｢みんなでよもう子どもの本｣については、利
用者に効果的に届くように検討を行う。
・「みんなでよもう子どもの本（総集編）」を、子
どもの読書週間に合わせて子ども関係施設に
配布する。
・23年度も継続して、｢ＹＡ通信｣等を発行する。
し、市内の全中学校・公立高校、私立学校等
37校、子どもセンター等へ配布する。

＜赤ちゃん向け＞
｢あかちゃんとたのし
むえほん｣
＜幼児向け＞
｢ほんのたからじま 3･
4･5さい｣
＜小学生向け＞
 ｢本のたからじま｣（学
年ごと）
その他、新しい本から
おすすめ　｢みんなで
よもう子どもの本｣、｢Ｙ
Ａ通信｣等を発行す
る。

・継続して発行し、関
係部署等に配布す
る。

・｢ほんのたからじま 3･4･5さい｣を、引
き続き保育園・幼稚園に配布する。
・「みんなでよもう子どもの本（総集
編）」を、4/23子どもの読書週間に合わ
せて子ども関係施設に配布する。
・22年度も継続して、　｢みんなでよもう
子どもの本｣、｢ＹＡ通信｣等を発行す
る。
・「 しん１ねんせい用本のたからじま」
を学校に送付し、入学式で配布するよ
う依頼。
・「みんなでよもうこどもの本」を2回発
行し、子ども関係施設にて配布する。
・｢YA通信｣を5回発行し、市内の全中
学校・公立高校、私立学校等37校、子
どもセンター等へ配布。

・「ほんのたからじま(3・4・5さい)」を、全市立保
育園に配布し、私立保育園及び幼稚園には園
長会で案内した。
・これまで「しん１ねんせい用本のたからじま」
を学校に送付し、入学式で配布するよう依頼し
ていたが、児童担当業務の見直しに伴い、図
書館で利用券を作成した際に渡すように変更
した。
・「本のたからじま」については、小学校へ配布
する代わりに、生徒に配布されているタブレット
へ、図書館HP対象URLのブックマークを登録
することにした。
・「みんなでよもうこどもの本」2021年度版総集
編を、子どもの読書週間に合わせて子ども関
係施設に配布した。
・「みんなでよもうこどもの本」185号から187号
まで発行した。
・「ＹＡ通信」247号から254号まで発行し、市内
の全中学校・公立高校、私立学校等37校、子
どもセンター等へ配布した。

B
・継続して発行し、関
係部署等に配布す
る。

小
中

青少年の創作活動の
機会提供の一環とし
て、子どもたちの豊か
な人間性を育むことを
目的として行っている
「ことばらんどショート
ショートコンクール事
業」を実施する。

・青少年の文学に触
れあうきっかけとなる
よう、引き続き「ショー
トショートコンクール」
を実施する。
・1,000編の応募数を
目指す。
・高校生の応募数50
編を目指す。

・多くの児童・生徒に応募してもらえる
よう出張授業で創作の楽しさ、方法を
伝える。
・効果的なPR活動を行い「ショート
ショートコンクール」の認知度を高め
る。

・ショートショートの書き方講座などの出張授業
を、小学校5校、高校1校、計6校で実施し、366
名が参加した。
・ショートショートコンクールのPRのため、駅前
商業施設・町田モディにて約１か月間出張展示
を行った。また、2021年度の表彰式の様子をま
とめた動画3本をYouTubeで公開し、その結
果、応募総数は887編となった。
・市内の高等学校での出張授業を初めて実施
し、45名の参加があったことなどで、高校生の
応募件数は90編となった。
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基本目標Ⅰ　　◎子どもが本と出会うきっかけ作り

基本
目標

通し
番号

取組
グループ

取り組み
担当
課

対象 内容 2022年度目標 2022年度取組 2022年度取組結果
自己評

価
2023年度目標 2023年度取組予定

B

・子ども達の「文学の
扉」となる事業を、成
長過程や年齢に応じ
たプログラムで実施す
る。
・子ども達に「創作」の
機会や専門家から直
接指導を受けられる
実体験の場を提供す
る。

B

・新型コロナウイルス
感染症対策を行いな
がら、各館でイベント
を実施する。

・イベントの参加者が増えるような工夫をし、引
き続き体験型イベントの開催を行う。
・子ども・若者が参画できるような取組を検討・
推進する。

・子どもの発育に応じたおはなし会を定期的に
実施し、親子のコミュニケーションを通じて「こと
ば」への関心を育てる。
・屋外への吟行を実践し、「ことば」のリズムと
創作の楽しさを体験する機会となる俳句教室
を年2回（春・秋）開催する。
・夏季（子ども向け）展覧会の開催に併せ、保
育園・幼稚園施設から団体観覧者を積極的に
誘致し、子ども達に文学に触れあう機会を提供
する。

・POPコンテストを11月10日から1月10日まで
行った。90作品の応募があり、第1次審査は図
書館職員、第2次審査は各館来館者・書店の
来店者・地域文庫運営者の投票により、最優
秀賞1名、優秀賞2名が決まっり、応募作品全
体から図書館長特別賞が2名選ばれた。入賞
作品はしおりにして、市内各所に配布した。
【中央図書館】
・児童向けイベントとして、「にんきものをさが
せ！」、「ポプラディアを使って問題を解いてみ
よう！」、「こわいおはなし会」を計4回実施し
た。
・中学生から大学生までを対象にした、図書館
員を体験できるイベント「一日図書館員」を4回
実施し、16名の参加があった。
・まちクエ2022を12月9日から2月8日に実施し、
41名の参加があった。アンケート回答者22名、
内イベント対象学年は11名だった。
【鶴川図書館】
・夏休みイベント「にんきものをさがせ！」を実
施した。
【金森図書館】
・夏休みイベント「本で世界を旅しよう！～マゼ
ラン世界一周500周年～」を実施した。

1 11

子ども向
け読書活
動普及事
業

図書館のイベント・講座
図書
館

乳
幼
小
中

「一日図書館員」、「図
書館の達人養成講座
（まちクエ）」のような
参加・体験型イベン
ト、「まちだ図書館まつ
り」等の図書館事業を
行う。

・新型コロナウイルス
感染症対策を行いな
がら、各館でイベント
を実施する。

・「一日図書館員」や「まちクエ」の参加
者が増えるような工夫をし、引き続き体
験型イベントの開催を行う。
・「まちだ図書館まつり」のようなイベン
トを企画する団体の活動支援ができる
よう体制を整える。

乳
幼
小
中

文学館の特徴をいか
した、子ども対象の講
座等を実施する。

・乳幼児親子対象の
おはなし会を年間を通
じて定期的に実施し、
子どもたちの「ことば」
への関心を育てる。
・「ことば」のリズムと
創作の楽しさを小学
生に知ってもらうた
め、俳句教室を年2回
（春・秋）開催する。

・引き続き、子ども達の「文学の扉」とな
る事業を、年齢に応じた内容を工夫し
実施する。

・子どもの年齢に応じた絵本の読み聞かせや
わらべうたの事業として、「ちちんぷいぷい」
（0・1歳児対象）を21回、「2歳児あつまれ！」を
4回、「3・4歳児あつまれ！」を4回実施し、それ
ぞれ212名、31名、20名の参加があった。
・小学生を対象に、野外に赴いて吟行を行う俳
句教室「俳句でハイク」を春季（5月から7月）と
秋季（10月から12月）に行い、春季には延べ27
名の、秋季に延べ24名の参加があった。
・小中高生を対象に創作の機会を提供する「こ
とばらんどショートショートコンクール2022」を実
施。小学生411編、中学生386編、高校生90編
の総数887編の応募があった。
・絵本原画を中心とする夏季展の開催時期に
併せて保育園・幼稚園の団体観覧者を募り、7
施設から0歳から5歳児を中心に206名（引率者
を含む）の見学者を数えた。
・夏季展の開催時期に合わせ、芹ヶ谷公園で
の屋外型絵本読み聞かせイベントを実施、延
べ50名の親子が参加した。

1 12

子ども向
け読書活
動普及事
業

文学館のイベント・講座
文学
館
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基本目標Ⅰ　　◎子どもが本と出会うきっかけ作り

基本
目標

通し
番号

取組
グループ

取り組み
担当
課

対象 内容 2022年度目標 2022年度取組 2022年度取組結果
自己評

価
2023年度目標 2023年度取組予定

学校等からの見学ツ
アー等を受け入れ、図
書館の利用方法、図
書館の行っている仕
事等を広める。

・依頼に基づき、継続
して受け入れていく。

・地域からの依頼に基づき図書館見学
を開催する。

・マイ保育園登録につ
ながるよう、勧奨訪問
で登録を勧めていく。

・依頼に基づき継続し
て受け入れていく。

・地域からの依頼に基づき、継続して図書館見
学を開催する。

1 13

子ども向
け読書活
動普及事
業

図書館見学の受け入れ
（利用ガイダンス、施設見
学）

図書
館

【中央図書館】
・6月17日「本町田小学校（3年生）」：36名参加
・10月21日「つくし野小学校（3年生）」：67名参
加
・11月4日「南大谷小学校わかば学級（特別支
援学級）」：36名参加
・2月14日「町田第二小学校（2年生）」：79名参
加
【さるびあ図書館】
・6月15日「町田第一小学校（2年生）」：36名参
加
・12月15日「町田第一小学校（2年生）」：106名
参加
【鶴川図書館】
・11月18日「和光鶴川小学校（3年生）」：6名参
加
【金森図書館】
・6月9日「高ヶ坂小学校（2年生）」：52名参加
・12月2日「南第三小学校（2年生）」：68名参加
・12月6日「南第四小学校（2年生）」：97名参加
※ビデオ撮影・視聴
【木曽山崎図書館】
・6月21、22、23日「七国山小学校（2年生）」：80
名参加
・10月7、12日「本町田小学校（2年生,みどり学
級）」：75名参加
・10月28日「町田の丘学園（3年生）」：20名参加
・12月9日「町田の丘学園（4年生）」：28名参加
・3月3日「町田の丘学園（3年生）」：19名参加
【堺図書館】
・10月12、19日「相原小学校（2年生）」：68名参
加
・2月1日「ＬＣＡ国際プリスクール（年長,年
少）」：42名参加
【鶴川駅前図書館】
・7月11日「鶴川第三小学校（2年生）」：84名参
加
・12月12日「大蔵小学校（2年生）」：12名参加
※インタビュー形式で実施
・10月24日「金井小学校（2年生）」：89名参加
【忠生図書館】
・10月21日「図師小学校（2年生）」：29名参加
・11月17日「山崎小学校（2年生）」：10名参加

A

1 14

子ども向
け読書活
動普及事
業

マイ保育園登録時の絵
本配布

子育
て推
進課

幼
小
中

・引き続き、0歳でマイ保育園新規登録
者には、絵本を配布していく。

乳
保

0歳で新規に「マイ保
育園」登録とした赤
ちゃんには絵本を配
布する。絵本に関して
は、図書館と連携して
0歳向けのものを選定
する。

・マイ保育園登録につ
ながるよう、勧奨訪問
で登録を勧めていく。

B

・マイ保育園登録で、1,076冊の絵本を配布し
た。
※マイ保育園とは、地域の家庭が近隣の保育
園を「かかりつけ保育園」として登録し、気軽に
相談できるような子育て支援のこと。

・引き続き、0歳でマイ保育園新規登録者に
は、絵本を配布していく。
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基本目標Ⅰ　　◎子どもが本と出会うきっかけ作り

基本
目標

通し
番号

取組
グループ

取り組み
担当
課

対象 内容 2022年度目標 2022年度取組 2022年度取組結果
自己評

価
2023年度目標 2023年度取組予定

1

1 15

子ども向
け読書活
動普及事
業

イベント等における本の
活用

生涯
学習
セン
ター

乳
幼
小
中
保

・年間を通し、妊娠届の妊婦及び転入の妊婦
に対して、「あかちゃんとたのしむ絵本」を封入
した母子バックを配布した。
（妊娠届出：2,303件、　転入：258件）

B
・妊娠届出/転入の妊婦に対して、「お
すすめ絵本リスト」を封入した母子バッ
グの配布を行う。

・妊娠届出/転入の妊
婦に対して、「おすす
め絵本リスト」を封入
した母子バッグの配
布を行う。

母子手帳と一緒に配
布される母子バッグ
に、赤ちゃんにおすす
めの絵本のリストを入
れる。

16

子ども向
け読書活
動普及事
業

母子バッグへのおすすめ
絵本リスト同封

1 17
各学校で
の読書活
動

各校特色のある読書活
動

学校・
指導
課

小
中

教育課程「指導の重
点」に明記し、市立
小・中学校においてそ
れぞれ特色ある読書
活動に継続的に取り
組む。

・教育課程「指導の重
点」に位置付けた、各
校の特色ある読書活
動を推進する。

・特色ある読書活動に取り組んでいる
学校の実践例を研修等で紹介できるよ
うに、情報収集を行う。

・学校図書館担当者研修会を鶴川第二小学校
で行い、実際に図書指導員と教員とが連携し
て学校図書館をどのように整備しているのか、
読書活動の推進を図る実践例等について紹介
することができた。

B

・教育課程「指導の重
点」に位置付けた、各
校の特色ある読書活
動を推進する。

保健
予防
課

乳
保

イベントや講座等を開
催する際に、テーマや
対象にあった本を展
示・紹介する。

・本の展示、紹介を行
う内容を含む事業を
企画・実施する。

・平和祈念事業や講座において、本の
展示や紹介を行う内容を含めて、企
画・実施したい。

・平和祈念事業において、子ども向け紙芝居
の読み聞かせを行った。
・家庭教育支援学級において、受講生同士が
絵本を持ち寄って、紹介・情報交換し合うワー
クショップを行った。また、絵本のビブリオバト
ルを行い、人気の高かった絵本を「ママたちの
おすすめ絵本」としてポスターにまとめ、館内に
掲示・紹介した。
・市民提案型事業講座づくり★まちチャレにお
いて、「子どもとの関わりにもっと絵本を」と題し
て、絵本作家によるワークショップ、図書館見
学など、さまざまな方法で絵本を楽しみ、子ど
もとの時間を豊かにするための講座を実施し
た。

B
・本の展示、紹介を行
う内容を含む事業を
企画・実施する

・赤ちゃんにおすすめ
の絵本を紹介し、絵本
に親しんでもらう。

・特色ある読書活動に取り組んでいる学校の
実践例を研修等で紹介できるように、情報収集
を行う。

・平和祈念事業や講座において、本の展示や
紹介を行う内容を含めて、企画・実施する。

・妊娠届出/転入の妊婦に対して、「おすすめ
絵本リスト」を封入した母子バッグの配布を行
う。
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基本目標Ⅱ　　◎いつでも身近なところに本がある環境作り

基本
目標

通し
番号

取組
グループ

取り組み 担当課 対象 内容 2022年度目標 2022年度取組 2022年度取組結果
自己評

価
2023年度目標 2023年度取組予定

B

・「学校図書館活動の
手引き」を活用し、学
校図書館の効果的な
活用を図る。

・第１回目の研修で、「学校図書館活動の手引
き」について周知するとともに、各学校の取組
について情報交換を行う。

・「学校図書館活動の
手引き」を活用し、学
校図書館の効果的な
活用を図る。

・研修等で活用についての状況調査を
行い、注目が高い内容について、研修
の内容や講師の選定にも活用する。

・「学校図書館活動の手引き」を活用して研修
を行った。
また、各学校の具体的な取組については、情
報交換の時間を設けて、よい実践を共有する
ことができた。

・英語多読につながる図書の購入を進め、英
語多読コーナーの周知に努める。
・ふるさと納税の寄付金対象事業となったた
め、多くの支援を受けるための宣伝に力を入
れる。

2 2
図書資料
の充実

図書館児童資料
図書
館

乳
幼
小
中

図書館において、児
童・生徒の興味関心
や調べ学習に対応で
きる蔵書構成、資料
の充実に努めるととも
に、引き続き幅広い
ニーズに迅速に応え
られるよう、情報収集
に努める。

・ビジネスチャットの活
用方法を確立する。

・引き続き選定会議で、現物を見たうえ
で、新刊の内容を確認してから発注す
る。
・カウンター業務における読書相談を
丁寧に行い、利用者のニーズを把握す
る。
・ビジネスチャットの活用について、担
当者打合せ等で検討。

町田市が取り組む「え
いごのまちだ」事業を
推進し、英語の児童
書を充実する。

・外国語児童書蔵書
数全館合計6,800冊。
・多読コーナーを設置
していない館にも多読
コーナー設置を目指
す。

・引き続き、英語多読につながる図書
の購入を進め、まだ多読コーナーを設
置していない館にも設置するようにす
る。
・ふるさと納税の寄付金対象事業と
なったため、多くの支援を受けるため
の宣伝に力を入れる。

・英語多読コーナー増設のため、「Oxford
Reading Tree」や音声付き資料（ＣＤなど）とあ
わせて、ノンフィクションや文学全集などの読
み物、乳幼児向けボードブックを加え、蔵書数
は約6,800冊となった。
・「英語多読コーナー」を、2023年2月10日に3
館（さるびあ図書館、金森図書館、堺図書館）
新たに設置し、既存の3館（中央図書館、鶴川
駅前図書館、忠生図書館）とあわせて予定して
いた6館に設置することができた。
・11月20日英語多読講演会「英語多読で楽しく
学ぼう！」、
2月12日英語絵本読み聞かせ講座「＃おうちで
英語！」、
3月2日ボランティア向け研修「英語絵本も読み
聞かせ♪」、
3月18日英語多読講演会「英語多読をはじめま
した！」、
3月21日10代向け講演会「英語多読で推し活
がはかどります！」を行った。

A

・電子書籍サービスの
音声付き電子書籍
Read‐Along（リード・ア
ロング）と、多読コー
ナーの周知を図る。

2 1
図書資料
の充実

えいごのまちだ

図書
館
(企

画・地
域支
援係)

乳
幼
小
中

・カウンター業務にお
ける読書相談を丁寧
に行い、利用者の
ニーズを把握する。

・引き続き選定会議で、現物を見たうえで、新
刊の内容を確認してから発注する。
・カウンター業務における読書相談を丁寧に行
い、利用者のニーズを把握する。

2 3
図書資料
の充実

公立保育園および地域
子育て相談センター

子育
て推
進課

乳
幼

・新型コロナウイルス感染症の状況を見なが
ら、活用していく。

引き続き、絵本の状
況確認を行いながら、
必要に応じて本の購
入や図書館の再利用
本活用で資料の充実
を図る。また図書館の
団体貸出もあわせて
利用する。

・子ども達に絵本に触
れる機会を多く作って
いく。

・新型コロナウイルス感染症の状況を
見ながら、活用を検討していく。

・新型コロナウイルス感染症予防のため、園児
が図書館を利用する機会は減ったが、13回利
用することができた。
・職員が図書館の団体貸し出しを活用し、子ど
も達に絵本に触れる機会を作った。

B
・子ども達に絵本に触
れる機会を多く作って
いく。

・選定会議で、現物を見たうえで、新刊の内容
を確認してから発注した。
・カウンター業務における読書相談を丁寧に行
い、利用者のニーズを把握するよう努めた。そ
の一例として、2023年6月から中央図書館で第
3・第4週の土曜日に行うおはなし会を、午後の
開催に変更することにした。
・ビジネスチャットを利用して連絡を活発に行
い、業務改善等につなげた（おはなし会の予定
をHPに記載する業務を各館持ち回りで行うこと
など）。

B

・利用者や地域の方から提供される本、再利
用本や団体貸出を活用する。
・子ども委員会や来館者の子どもたちからリク
エストを募り、図書の新規購入を行う。

事前にリスト等で選定
した再利用本を年代
別にし、計画的に受入
れる。団体貸出では、
年代別のおすすめ等
をパッケージ化するこ
とで利用の促進を図
る。

・再利用本の受入や
団体貸出などを活用
し、図書の充実を図
る。

・利用者や地域の方から提供される
本、再利用本や団体貸出を活用する。
・子ども委員会や来館者の子どもたち
からリクエストを募り、図書の新規購入
を行う。

・子ども委員会や利用者からリクエストを募り、
新規で図書を購入したほか、企業から本の寄
附を受けたことなどにより、各施設において蔵
書の充実を図った。

B

・再利用本を活用し蔵
書を増やす。
・子ども委員会や来館
者の子どもたちからリ
クエストを募り、図書
の充実を図る。

・再利用本や団体貸
出を活用し、図書の充
実を図る。

・利用者や地域の方から提供される再
利用本を活用する。
・定期的に団体貸出を活用し、おはな
し会や読み聞かせで活用する。

・利用者や地域の方のほかに、子どもセンター
から提供される再利用本を活用することで図
書の充実を図ることができた。
・定期的に団体貸出を活用し、お話し会や読み
聞かせで活用した。

B

・再利用本を活用し蔵
書を増やす。
・定期的に団体貸出を
利用し、おはなし会や
読み聞かせで活用す
る。

・利用者や地域の方、在籍児童の保護者から
提供される本の受け入れを行い、蔵書を増や
していく。
・小学校の長期休業期間に図書館の団体貸出
を利用し、おはなし会や読み聞かせ、および児
童の読書時間で活用する。

4
図書資料
の充実

学童保育クラブ
児童
青少
年課

小

事前にリスト等で選定
した再利用本を年代
別にし、計画的に受入
れる。団体貸出では、
年代別のおすすめ等
をパッケージ化するこ
とで利用の促進を図
る。

2 6
学校図書
館の整備

「学校図書館活動の手引
き」

学校・
指導
課

施

活用状況を把握する
とともに研修等の内容
に反映させ、普及・啓
発を図っていく。

2 5
図書資料
の充実

子どもセンター
児童
青少
年課

幼
小
中

2

11



基本目標Ⅱ　　◎いつでも身近なところに本がある環境作り

基本
目標

通し
番号

取組
グループ

取り組み 担当課 対象 内容 2022年度目標 2022年度取組 2022年度取組結果
自己評

価
2023年度目標 2023年度取組予定

・引き続き、図書館からの原稿掲載依
頼に対応していく。

・親子がおはなしに触
れる機会を発信してい
く。

保育園で実施してい
る子育てひろばに関
する情報誌「子育てひ
ろばカレンダー」に、
図書館で開催してい
るおはなし会情報を掲
載している。毎月25日
に発行し、市内約160
箇所で配布している。

保
子育
て推
進課

「子育てひろばカレン
ダー」の発行

情報の発
信（保護
者向け）

9

・図書館のおはなし会は町田地域、南地域が
各12回、鶴川地域が11回、忠生地域、堺地域
が各9回、計58回掲載し、207箇所で配布をし
た。

B
・引き続き、図書館からの原稿掲載依頼に対
応していく。

・親子がおはなしに触
れる機会を発信してい
く。

2

学校図書
館の整備

・各校の学校図書館の蔵書数や学校図書館図
書標準の達成状況を確認し、引き続き学校図
書館図書標準の達成を支援する。
・学校図書館蔵書整備報告書において、学校
図書更新比率の項目を設け、各校の図書更新
比率の現状を把握する。
・関係部署や学校から情報収集し、町田市立
学校図書館図書廃棄基準の策定を検討する。

・学校図書更新比率
の現状把握。
・町田市立学校図書
館図書廃棄基準策定
の検討。

B

・学校規模に応じた予算配当を行った。
・2022年9月30日時点の「学校図書館蔵書整備
報告書」の進捗状況を確認した。
・2023年3月31日時点の学校図書蔵書整備状
況を調査し、全校が学校図書館図書標準を達
成したことを確認した。

・引き続き学校図書館図書標準の達成
を支援するとともに、蔵書数を維持でき
るよう予算の確保に努める。
・今後も各校の学校図書館の蔵書数
や学校図書館図書標準の達成状況を
確認する。

・学校図書館図書標
準全校達成

組織的・計画的な選
書、調和のとれた蔵
書の構成方法につい
て留意しながら、考慮
し、学校図書館資料
の充実を図る。

小
中

教育
総務
課

学校図書館の蔵書整備

C

・組織的・計画的な選
書、調和のとれた蔵
書の構成方法につい
て留意しながら、学校
図書館資料の充実を
図る。

・図書の選定については、学校の図書担当の
教員が十分理解しておく必要がある。
・2023年度については年度の早い段階で図書
担当教員や図書指導員に教育総務課とも連携
し蔵書の構成方法や廃棄基準などについても
周知を図る。

・図書の選定については、学校図書担当者研
修会で説明をしたが、参加者は全校の3分の1
程度であったので、2023年度については、悉皆
研修として、全校に内容がいきわたるようにす
る。

2 7

2 7
学校図書
館の整備

学校図書館の蔵書整備
指導
課

小
中

組織的・計画的な選
書、調和のとれた蔵
書の構成方法につい
て留意しながら、考慮
し、学校図書館資料
の充実を図る。

・組織的・計画的な選
書、調和のとれた蔵
書の構成方法につい
て留意しながら、学校
図書館資料の充実を
図る。

・図書の選定については、学校の図書
担当の教員が十分理解しておく必要が
ある。2022年度については年度の早い
段階で司書教諭や図書担当教員に蔵
書の構成方法について周知を図る。

2 8
学校図書
館の整備

学校図書館支援貸出
図書
館

小
中
施

・引き続き各学校への支援方法を検討する。
・「テーマ別貸出セット」の充実に向けて、引き
続き資料の追加購入を進めていく。

図書館から学校図書
館への貸出のしくみを
改善するなど、支援方
法を見直す。

・ニーズを把握するた
め、学校へのアンケー
ト調査を行う。

・支援方法改善及びニーズ把握のた
め、学校へのアンケート調査等を行う。
・「テーマ別貸出セット」構築のため、引
き続き資料の追加購入をする。

・学校図書館支援貸出は26校が利用し、貸出
冊数は2,884冊であった。
・学校図書館の支援方法改善やニーズ把握の
ため、小・中学校へ学校図書館支援に関する
アンケート調査やヒアリングを実施した。
・「テーマ別貸出セット」構築のため、資料の追
加購入を行った。

B

・学校図書館支援に
関するアンケート調査
の結果を活用して、支
援方法の検討を行う。
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基本目標Ⅱ　　◎いつでも身近なところに本がある環境作り

基本
目標

通し
番号

取組
グループ

取り組み 担当課 対象 内容 2022年度目標 2022年度取組 2022年度取組結果
自己評

価
2023年度目標 2023年度取組予定

・家庭学習の一環として「読書活動の推進」を
行うことを継続する。
・中央図書館とも連携し、電子書籍の紹介を行
い、クロムブックを用いた家庭での読書活動も
啓発する。

・家庭でも、親子で本
の読み聞かせをした
り、一緒に本を読む時
間や場を設定したりす
るなど、読書に親しむ
ことを啓発する。

・子どもとその保護者を対象とした、おはなし会
や紙芝居、絵本、ことば遊びのイベント情報を
23件掲載した。
（春2,000部・夏2,000部、秋号2,000部、冬号
2,000部を市内の公共施設や相模原市・大学・
専門学校等で配布）

B

・引き続き、読書や読
み聞かせに関する講
座、おはなし会等の情
報を分かりやすく発信
する。

・図書館、文学館の情報だけではなく、まちライ
ブラリーなどさまざまな地域団体や教育機関等
に情報提供を呼び掛け、情報の充実を図る。

全家庭に「家庭学習
推進の手引き」を作成
し、配付していく。

・家庭でも、親子で本
の読み聞かせをした
り、一緒に本を読む時
間や場を設定したりす
るなど、読書に親しむ
ことを啓発する。

・家庭学習の一環として「読書活動の
推進」を行うことを継続する。

市民が参加できる講
座・講演会、イベント
情報を集めた情報誌
「生涯学習ＮＡＶＩ」の
中で、読書や読み聞
かせに関する講座、
おはなし会の情報を
発信する。

・引き続き、読書や読
み聞かせに関する講
座、おはなし会等の情
報を分かりやすく発信
する。

・図書館、文学館の情報だけではなく、
まちライブラリーなどさまざまな地域団
体や教育機関等に情報提供を呼び掛
け、情報の充実を図る。

2 10
情報の発
信（保護
者向け）

「生涯学習ＮＡＶＩ」の発行

生涯
学習
セン
ター

保

2 14
情報の発
信（保護
者向け）

「本と出会う場所」マップ
図書
館

保

2 13
情報の発
信（保護
者向け）

「家庭学習推進の手引
き」の提供

学校・
指導
課

保

2 11
情報の発
信（保護
者向け）

まちだ子育てサイトの活
用

子ども
総務
課

保

・図書館ホームページに掲載している「町田市
読書マップ」について、随時修正依頼に対応す
る。
・ホームページ版については、写真の追加等
各施設の魅力が伝わるようなページづくりを検
討する。

本に出会える施設
や、おはなし会等を実
施している団体の情
報を集約した読書マッ
プを2020年に作成・公
開する。

・「町田市読書マップ」
の紙媒体の改訂。
・ホームページ版の掲
載内容の充実。

・紙媒体の改訂を行うため、登録施設
への現況確認を行い、新規施設のリ
サーチを行う。
・ホームページ版については、写真の
追加等各施設の魅力が伝わるような
ページづくりを検討する。

・「町田市読書ＭＡＰ（マップ）」の改訂版として、
「町田市読書ＭＡＰ（マップ）2023」を2023年3月
に作成した。
・市立図書館各館、子どもセンターや子どもク
ラブ、市立保育園、高齢者福祉センター（ふれ
あい館）などで配布し、図書館ホームページに
も掲載した。

B

・図書館ホームページ
に掲載している「町田
市読書マップ」の修正
対応。
・ホームページ版の掲
載内容の充実。

・家庭学習の推進については、各学校の取組
のみであった。市としてできることを今後検討し
ていく。

C

・トップページの「目的からさがす」の項目に「イ
ベント・教室」を新設し、イベントの情報を探し
やすくした。
・庁内への周知及び掲載の呼び掛けを行うこと
で、子どもやその保護者向けのイベント情報の
充実を図った。

・子どもやその保護者向けのイベント情報があ
れば、まちだ子育てサイトに掲載するように、
庁内に呼び掛け、情報の充実を図る。

・引き続き、各施設で
行われている「おはな
し会」等のイベントの
情報を発信する。

B

・毎月1日と15日に図書館ホームページと
Twitteｒにてイベント情報を掲載している。更新
回数はホームページ276件、Twitter108件。
・まちだ子育てサイトに「おはなし会」の情報を
掲載している。夏休みは各館イベントごとに
ページを作成した。更新回数は106件。

B

・子ども読書に関する
情報（イベント）をわか
りやすく、早く発信して
いく。

「おはなし会」等のイ
ベントや子どもの読書
活動推進普及に役立
つ情報を掲載する。

・見やすい、探しやす
いサイトを目指し、整
理を行っていく。

・引き続き、各施設で行われているイベ
ントの情報を、分かりやすく見やすく伝
えていく。

・本の紹介ページ等の効果的な周知方法を検
討していく。

2
情報の発
信（保護
者向け）

12
図書館ホームページ・Ｔｗ

ｉｔｔｅｒ
図書
館

保

「おはなし会」等のイ
ベントや子どもの読書
活動推進普及に役立
つ情報を掲載する。

・引き続きわかりやす
く情報の早い発信を
目指す。
・子育てサイトや他
SNSへのアクセスが
容易に出来るようにす
る。

・イベントのお知らせ以外のページ
（「みんなでよもうこどもの本」の紹介
ページなど）のPRを検討する。
・子育てサイトに「おはなし会」のページ
を掲載していることをより多くの人に
知ってもらえるようPRを行う。
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基本目標Ⅲ　　◎子どもの読書に関わる人の配置と育成

基本
目標

通し
番号

取組
グループ

取り組み 担当課 対象 内容 2022年度目標 2022年度取組 2022年度取組結果
自己評

価
2023年度目標 2023年度取組予定

・研修機会の確保に努める。
・演者による定期的なプログラムの実演機会を
設け、相互に意見交換の場を設ける。
・参加親子に低年齢化の傾向がみられるた
め、プログラムの内容を再検証する。
・事業担当の司書による資料紹介を通じ、購入
資料の有効活用の機会とする。

・子どもたちに質の高
いおはなし会を提供
するため、メンバーの
更なるレベルアップを
図る研修の機会を定
期的に設ける。

B

・初任者等研修の中で、町田市図書館の利用
と図書支援サービスについての研修内容を取
り入れる。

B

・授業内容の充実を
図るために図書館の
図書支援サービスの
活用を啓発する。

・全館の児童担当者による打合せを行い、全
体でテーマを共有し、ボランティア講座を含め
て、館で担当を振り分けて講座を開催する。
・全館で担当を振り分け、「基礎編」を3回開催
する。

・図書指導員と学校の
図書担当が連携して、
学校ごとの組織的・計
画的な蔵書管理、調
和のとれた蔵書や環
境整備、学校図書館
を活用した学習等、学
校図書館を充実して
いく。

・図書指導員と学校の図書担当が連携して、
学校ごとの組織的・計画的な蔵書管理、調和
のとれた蔵書や環境整備の研修を計画・実施
する。
・図書指導員間での情報共有を取り入れた研
修の場の設定を行う。

・より多くの方に参加してもらえるよう、参加者
ニーズ、参加資格、講座内容の再検証を行う。

保

｢ちちんぷいぷい支援
隊｣メンバーの更なる
レベルアップを図るた
めの研修を継続して
行う。メンバー以外の
子どもの読書に関わ
る人も研修に参加して
もらう。

・子どもたちに質の高
いおはなし会を提供
するため、メンバーの
更なるレベルアップを
図る研修の機会を設
ける。

・継続事業として実施予定。

・新型コロナウイルス感染症予防の観点から、
外部講師の招聘、「ちちんぷいぷい支援隊」の
メンバー以外が参加する研修は見送り、「ちち
んぷいぷい支援隊」メンバー同士によるデモン
ストレーションの回数を増やし研鑽の機会とし
た。

保

・全館の児童担当者による打合せを行い、全
体でテーマを共有し、市民向け講座を含めて、
館で担当を振り分けて講座を開催する。
・ボランティア養成講座を開催する。

ボランティアの更なる
活躍のため、レベル
アップ研修、おはなし
会スキル講習を検討
し、実施する。

・ただ実施するだけで
はなく、テーマを定
め、テーマに沿って開
催する。

・「（全館の）児童担当者による打合せ」
を実施し、テーマを検討する。
・館ごとに「乳幼児ボランティア向け」、
「語り手向け」などに振り分け、研修等
を開催する。

・全館の児童担当者による打合せを行い、全
体でテーマを共有し、市民向け講座を含めて、
館で担当を振り分けて講座を開催した。
【中央図書館】
・6月15日「ボランティア（語り手）向け絵本の読
み聞かせ講座～基礎編」：6名参加
・3月7日「乳幼児ボランティア向け講座（講師：
おはなし玉手箱）」：6名参加
【さるびあ図書館/忠生図書館】
・1月26日「ボランティア（語り手）向けスキル
アップ講座～実践編」：12名参加
【鶴川図書館/金森図書館】
・2月7日「ボランティア（語り手）向け絵本の読
み聞かせ講座～実践編」：13名参加

B

・館ごとに個別で講座
を開催するのではなく
市立図書館の事業と
して全館で計画的に
実施する。

3 6
ボランティ

ア養成
文学館おはなし会ボラン

ティアの養成
文学
館

研修を通して、専門性
が深まるように啓発し
ていく。

・授業内容の充実を
図るために図書館の
図書支援サービスの
活用を啓発する。

・初任者等研修の中で、町田市図書館
の利用と図書支援サービスについての
研修内容を取り入れる。

・初任者等研修の中で、町田市図書館の利用
と図書支援サービスについて研修をすることが
できた。
・授業での活用の仕方等、具体的な取組を紹
介でき、図書館の図書支援サービスの活用を
啓発することができた。

3 2
施設運営
職員の育
成研修

新任教諭への図書館研
修

指導
課

3 5
ボランティ
ア養成

図書館おはなし会ボラン
ティアの養成

図書
館
(サー
ビス
係児
童担
当)

保

保育園・幼稚園や小
学校で読み聞かせを
行っている保護者に
対して、絵本の読み聞
かせ講座を実施す
る。

C

・参加者ニーズと社会
状況の変化に応じて、
おはなし会の担い手
養成を目的とした講座
の実施を検討する。

・全館の児童担当者による打合せを行い、全
体でテーマを共有し、ボランティア講座を含め
て、館で担当を振り分けて講座を開催した。
【中央図書館】
・6月29日「絵本の読み聞かせ講座～基礎編」：
13名参加
・11月16日「絵本の読み聞かせ講座～応用
編」：13名参加
【木曽山崎図書館/堺図書館】
・12月1日「絵本の読み聞かせ講座～基礎
編」:12名参加

B

・館ごとに個別で講座
を開催するのではなく
市立図書館の事業と
して全館で計画的に
実施する。

保
・0歳から2歳児の保護者を対象とした読み聞
かせ連続講座を11月に実施し、延べ4名が参
加した。

・ただ実施するだけで
はなく、テーマを定
め、テーマに沿って開
催する。

・「（全館の）児童担当者による打合せ」
を実施し、テーマを検討する。
・館ごとに「基礎編担当」、「実践編担
当」とに振り分け講座を開催する。

児童文学への理解を
深めることにより、個
人の読書行動や子ど
もの読書に関わる活
動に寄与する。

・保護者が子どもの読
書活動を支援できるよ
う、保護者向けの講演
会と講座を実施する。

・引き続き、保護者を対象とした絵本や
児童文学に関する事業を実施する。

3 4
ボランティ
ア養成

保護者向け絵本の読み
聞かせ講座の実施

図書
館

施

3 3 講座 児童文学講座の実施
文学
館

3 1
施設運営
職員の育
成研修

学校図書館担当者研修
指導
課

施

図書指導員・学校司
書が司書教諭等と連
携して円滑な図書館
運営を図れるよう、学
校ごとの組織的・計画
的な蔵書管理、調和
のとれた蔵書や環境
整備、学校図書館を
活用した学習等、学
校図書館を充実して
いくための研修を行
う。また、図書指導員
間での情報共有を行
う。

・図書指導員と学校の
図書担当が連携して、
学校ごとの組織的・計
画的な蔵書管理、調
和のとれた蔵書や環
境整備、学校図書館
を活用した学習等、学
校図書館を充実して
いく。

・図書指導員と学校の図書担当が連
携して、学校ごとの組織的・計画的な
蔵書管理、調和のとれた蔵書や環境
整備の研修を計画・実施する。
・図書指導員間での情報共有を取り入
れた研修の場の設定を行う。

・鶴川第二小学校で行った学校図書館担当者
研修会の際、図書指導員と教員との連携方法
について紹介することができた。
・教員の参加が少なかったため、2023年度は
年1回は悉皆研修とし、教員と図書指導員との
連携について研修を行う。

B
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目標番号 
取り組み 

(担当課) 
質問 質問への回答 

1-1
図書館でのお話し会 

(図書館) 

【鈴木委員からの質問・回答】 

①「ボランティアとの懇談会」は

各館で開かれたのでしょうか。 

②全館の児童担当者による

打合せの成果はどうでしたか。

③どこの館が出張おはなし会を

しましたか。

①2022年度はさるびあ図書館、金森図書館お

よび木曽山崎図書館で開催いたしました。

(他の館については書面で行いました)

23 年度は全館による打ち合わせを踏まえて

書面で開催することとしました(鶴川図書館

は、長らくおはなし会を開催できなかったこ

とを踏まえて対面で行いました)。

②読み聞かせ講座やおはなし会ボランティ

ア向けの講座に関して、市立図書館として開

催することができました。

また、各館の担当と速やかに調整することが

できたので、児童サービス業務の見直しを行

うことができました。

③以下の館で出張おはなし会を行いました。

出張おはなし会

中央、さるびあ、鶴駅、忠生、木曽山崎

乳幼児向け

中央、金森、忠生、堺

【福田委員からの質問・回答】 

6 月 7 日(水)に鶴川駅前図書館

でのおはなし会の開催時刻に部

屋を覗いたら、まだ一人もきて

いませんでした。 

新しくきれいな会場が用意され

ているのに、どうしてというか、

来場者を呼び込む工夫など、具

体的にどのようにされているの

でしょうか。 

鶴川駅前図書館では、来館者を呼び込む工夫

として、以下の取り組みを行っております。 

・幼稚園や学校終わりの子どもがより参加し

やすい開催時間への変更(2023 年度から実

施) 

・当月ならび翌月のおはなし会のチラシをカ

ウンター付近にて配布

・おはなしのへや並びにエレベータ側の踊り

場に A3 ポスターを掲示

・子育てひろばカレンダーへの掲載

・鶴川駅前図書館『図書館だより』への掲載

・他のおはなし会でのチラシ配布と宣伝

・町田市立図書館 HPへの掲載

・当日の案内放送や「本日おはなし会があり

ます」といった案内板作成と掲示場所につい

て、現在検討しております。

1-8

ブック 

トーク

(図書館) 

【砂川委員からの質問・回答】 

この先、各館の職員の方々とブ

ックトークのノウハウをお持ち

のボランティアとの連携をはか

り、この取り組みを進めていっ

たらいかがでしょう？ 

まずは、担当者全員が同じレベルで実施でき

るように、館内のノウハウの共有などを行っ

てまいります。 

共有が図れた段階で、ノウハウをお持ちのボ

ランティアとの連携方法について模索して

いけたらと考えています。

2-1
えいごのまちだ 

(図書館) 

【砂川委員からの質問・回答】 

ふるさと納税の寄付金対象事業

になったことで、従来の図書資

料(英語の本以外)の購入費プラ

ス英語の本を購入できる予算が

増えたという理解でよろしいで

しょうか。

お見込みのとおりです。 
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目標番号 
取り組み 

(担当課) 
質問 質問への回答 

2-7

学校図書館の 

蔵書整備 

(指導課) 

【砂川委員からの質問・回答】 

研修会の参加者が少なかった 

理由は、なにかあるのでしょう

か。 

昨年度実施した研修は、全て自由参加だった

ため、参加者が少なかったと考えられます。 

今年度、5月 23日に開催した第 1回学校図書

館担当者研修では、学校図書館担当教員の悉

皆研修としました。 

学校図書館の 

蔵書整備 

(教育総務課) 

【鈴木委員からの質問・回答】 

①統廃合される予定の学校で

も、図書費は他の学校と同じよ

うについているのでしょうか。

②統合される学校との調整は始

まっているのでしょうか。

③児童生徒が統合されるまでの

期間、読書環境が低下すること

がないように、どのような配慮

がされるのかなどを教えてくだ

さい。

①図書費について、統合される予定の学校に

おいても、他の学校と同様に計上しておりま

す。

②統合される学校の蔵書の調整は、2024 年度

に行う予定です。

③統合される図書館蔵書は、2024年度 3 月の

修了式まで移設等は行わず、引き続き利用す

ることができます。

また 2024 年度の図書費も、他の学校と同じ

基準で予算要求を行う予定であり、変わらな

い読書環境で図書館を利用いただけるよう

に考えております。

3-1

学校図書館 

担当者研修 

(指導課) 

【鈴木委員からの質問・回答】 

①他の自治体でどんどん学校司

書配置が進んでいる中、町田市

では指導員制度を続けていくの

かそれとも司書配置に置き換え

ていく方向性をお持ちでしょう

か。

②蔵書構成や廃棄基準ができた

としてもそれをもとに責任をも

って運営するには有償ボランテ

ィアではできませんし、教員に

も十分な時間は保障されていな

いのではないでしょうか。

今年度、1月 15日に町田市中央図書館の職員

を講師とし、授業における図書館の活用をテ

ーマに研修を実施する予定です。 

その中で、学校図書館の機能や学校図書館を

使った授業のあり方についても触れていた

だく予定です。 

【福田委員からの質問・回答】 

5 月 23 日の研修会では、担当教

員は悉皆研修を求められました

が、参加人数や教員の方々から

の感想はいかがだったでしょう

か。 

5月 23日の研修会ではほぼ全ての小・中学校

の学校図書館担当教員が参加しました。 

また図書指導員の方は、23名の方が参加され

ました。 

教員からの感想の中には、「情報共有の中で、

他の学校の取組を共有することができ、勉強

になった。」「図書指導員の活動形態を知るこ

とは、連携を充実させるために必要なことだ

と感じた。」という意見があり、目的にあった

研修を実施することができました。 
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目標番号 
取り組み 

(担当課) 
質問 質問への回答 

3-3

児童文学 

講座の実施 

(文学館) 

【砂川委員からの質問・回答】 

保護者を対象にした講座は有用

だと思うのですが、C評価にな

った理由と参加者の感想などを

教えてください。 

C評価になった理由については、定員数に対

し、参加人数が少なかったため、C 評価とし

ました。 

コロナ禍のおうち時間充実を想定し、保護

者の絵本読み聞かせとわらべうたの技術向

上を目指して講座を開講し、参加者から好

評を得ました。

現在は同年代の子どもたちが実際に集まる

機会や、親子交流の場の提供がより強く望ま

れる傾向が顕著になったと感じています。

3-5

おはなし会 

ボランティアの養成 

(図書館) 

【鈴木委員からの質問・回答】 

2022年度組結果に、【鶴川図書館

/金森図書館】・2月 7日「ボラン

ティア（語り手）向け絵本の読み

聞かせ講座～実践編」：13名参加

と書かれています。

1 月の会議で砂川委員質問への

回答で、鶴川図書館でも行われ

ることを知り、直接館に行き、カ

ウンターで質問しましたが、鶴

川では行われないとの回答でし

た。

実際に鶴川図書館でも行われた

のでしょうか。

当該講座は、鶴川図書館と金森図書館の職員

が講師を務め、会場は中央図書館ホールで行

いました。 

22年度から、全館での打ち合わせを踏まえ、

市立図書館として講座を行うようにしまし

た。 

混乱させてしまったことお詫びするととも

に、記載について注意いたします。 
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目標番号 
取り組み 

(担当課) 
意見 

1-1
図書館でのお話し会 

(図書館) 

【鈴木委員からの意見】 

・2022年度取組として、①「ボランティアとの懇談会」開催、②「（全館

の）児童担当者による打合せ」実施、③「おはなし 会」の通常どおり定

期的開催、④実施可能な館による「出張おはなし会」 の開催の 4つが挙

げられていますが、取組結果には、取り組みの一つであるおはなし会の開

催（回数と参加者数）についてしか報告されていません。

・会場の関係で通常のおはなし会を開催できなかった鶴川図書館でも今

年 1月から開催できるようになったことは喜ばしいことです。

ただ、この資料には書かれていませんが、4 月 19 日に行われた鶴川図書

館のおはなし会ボランティア懇談会の報告(館作成)には以下のよう 4 つ

のことが書かれていました。

①「今年度は対面開催でしたが、次年度以降は他の館 と同様 に書面開催

になる予定」

②登録更新も書面ではなく口頭となる。

③乳幼児向けおはなし会では、館であらかじめ通年のプログラムを作り、

当番のボランティアはその中から自分が読む絵本や手遊びを選んで実施

する形をとりたい。④法令上の問題からボランティアの連絡先を知らせ

ることができなくなった。

③の理由は「全庁的に業務効率化が求められており、人員も限られるため

と書かれていますが、できれば最長 1 年も前から決められたプログラム

ではなく、演者であるボランティアと職員で事前に相談して、季節や年齢

を考えて、演者が子どもたちに読んであげたいと思う本から選んでこそ

生きたおはなし会になるのではないでしょうか。

このままでは、ボランティアは人手不足を補うコマとして使われること

になってしまうのではないかと危惧します。

ボランティア懇談会を書面で行うとなると、今まで行ってきた地域のボ

ランティア同士の連携や情報交換も互いに学び合うこともできなくなり

ます。

これら 4 つの変更は、3－5 ボランティア養成―図書館おはなし会ボラン

ティアの養成の目的（ボランティアの更なる活躍のため）や取り組み内容

とも相反します。

生涯学習推進計画 2019-2023 でも掲げられ、来年度から施行される町田

市教育プラン 24－28(案)に掲げられている「施策２．地域での学びを推

進する」の重点事業 39「地域で活動するボランティの育成・支援」にも

逆行する方針だと思います。

おはなしボランティアとの協働のより良いあり方を慎重に検討していた

だきたいと考えます。

1-8
ブックトーク 

(図書館) 

【砂川委員からの意見】 

学校でのブックトークが再開され、回数も徐々に増えてきていると思い

ます。詳しくはありませんが、子ども達に本を魅力的に紹介するのはと

ても難しく、技術も短時間で習得できるものではないと思います。 

2-7

学校図書館の蔵書整備 

(指導課) 

【砂川委員からの意見】 

子ども達には学校図書館の蔵書構成はとても重要だと思います。 

学校図書館の蔵書整備 

(教育総務課) 

【鈴木委員からの意見】 

学校図書館整備について気になっているのは、 

統廃合される学校の学校図書館です。 

図書館の引っ越しは、とても大変で時間もかかるので、その間子どもたち

が不自由を感じないように配慮していただきたい。 
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目標番号 
取り組み 

(担当課) 
意見 

3-1

学校図書館 

担当者研修 

(指導課) 

【鈴木委員からの意見】 

6 月 9 日の市議会で笹倉議員による 2020 年度の 1 名の学校司書の試験的

配置後本格配置にならなかった理由についての質問に対する回答の一つ

が財政的なことで、もう一つは、読書をする児童が増えたなど効果があっ

たにもかかわらず、資格だけでなく経験も必要で必ずしも学校司書でな

くても良いというような答弁内容で納得できるようなものではありませ

んでした。 

既になり手不足で学校司書を確保することが難しくなっている自治体も

あると聞きます。 

町田市では指導員の中には、司書資格を持っている方もいる(134名中 36

名)ので、早めに方向性を決めて周知して、大いに活躍していただくべき

ではないでしょうか。 

【福田委員からの意見】 

図書指導員は熱心に参加されている方が多いようですが、教員の参加が

もっとあればと強く思います。 

3-2

新任教諭への 

図書館研修 

(指導課) 

【鈴木委員からの意見】 

指導員制度について教員が知ることと、学校図書館の機能や授業で図書

館を使えることとは、違います。 

教員にはまず指導員制度ではなく、学校図書館の機能や学校図書館を使

った授業の仕方を勉強していただきたいです。 

3-3
児童文学講座の実施 

(文学館) 

【砂川委員からの意見】 

小さな子どもたちには、保護者など安心できるおとなに本を読んでもら

ったりわらべうたを歌ってもらうことは、とてもうれしいことだと思い

ます。 
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第五次町田市子ども読書活動推進計画の策定について 

第五次町田市子ども読書活動推進計画（２０２５年度から２０２９年度）を策定するた

め、２０２３年度から第五次町田市子ども読書活動推進計画策定委員会及び作業部会を立

ち上げて検討を行っていきます。 

１ 経過 

子どもの読書活動については計画的な推進を図るため、２００１年に公布・施行した

「子どもの読書活動の推進に関する法律」に基づき、国が策定した「子どもの読書活動の

推進に関する基本的な計画（以下「子ども読書活動推進基本計画」という。）」と、自治体

の子どもの読書活動の状況を踏まえ、都道府県及び市町村は計画を策定するよう努めるこ

ととなっています。 

町田市では、「町田市子どもマスタープラン（２００４年１２月策定」の一部として

「町田市子ども読書活動推進計画」※が始まりました。現在は、５か年計画として第四次

計画まで策定しています。この第四次計画が２０２４年度で終了するため、次期第五次計

画の策定を検討するものです。また、上位計画である「（仮）町田市教育プラン」と、連

携・整合性を図っていきます。 

※第二次計画からは、独立した計画として策定しています。

 

（年度） 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030

【国】

「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」

（子ども読書活動推進基本計画」）第五次計画

2023～2027年度

【東京都】

「子供読書活動推進計画」第四次計画

2021～2025年

【町田市】

「（仮）町田市教育プラン」

2024～2028年度

【町田市】

「町田市子ども読書活動推進計画」

《計画検討》第五次計画

2025～2029年度

【町田市】

「町田市子ども読書活動推進計画」第四次計画

2020～2024年度

【国・東京都・町田市の計画】 

資料３－１ 
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２ 国・東京都の状況 

 国の「子ども読書活動推進基本計画」は、２０２３年３月に第五次計画が策定されたと

ころです。第五次計画では、２０１９年制定「視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関

する法律」や、新型コロナウイルス感染症の感染拡大や学校のＩＣＴ環境の整備などの読

書をとりまく環境の変化を踏まえ、①不読率の低減②多様な子どもたちの読書機会の確保

③デジタル社会に対応した読書環境の整備④子どもの視点に立った読書活動の推進を方針

としています。 

 東京都は２０２１年３月に「第四次東京都子供読書活動推進計画」を策定しています。

国の第四次計画を踏まえ、①乳幼児期からの読書習慣の形成②学校の基盤となる資質・能

力の育成のための読書活動の推進③特別な配慮を必要とする子供の読書環境整備の推進④

読書の質の向上を基本方針としています。 

３ 検討の方向性 

 市では、「第四次町田市子ども読書活動推進計画」からの課題、国・東京都の計画を踏

まえ、東京都の「児童及び生徒の読書の状況に関する調査結果」なども活用しながら、子

どもの読書活動の推進について検討していきます。 

４ 計画検討体制 ＜子ども読書活動推進計画推進会議での検討＞ 

計画の検討は、第五次町田市子ども読書活動推進計画策定委員会で行い、「子ども読書活

動推進計画推進会議」へ諮り、検討を進めていきます。また、策定委員会から指示された

事項に関し、情報の収集及び分析、施策及び事業の検討等を行うため作業部会を設置しま

す。（図書館内での検討は事業委員会で行い、図書館協議会に諮ります。） 

【国・東京都の計画方針】 

①不読率の低減

④子どもの視点に

立った読書活動の

推進

③デジタル社会に対

応した読書環境の

整備

②多様な子どもたち

の読書機会の確保

①乳幼児期からの

読書習慣の形成

④読書の質の向上

③特別な配慮を必要

とする子供の読書環

境整備の推進

≪都_第四次東京都子供読書活動推進計画≫≪国_第五次子ども読書活動推進基本計画≫

②学校の基盤となる資

質・能力の育成のため

の読書活動の推進
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５ 今後のスケジュール 

【２０２３年度】 

２０２３年７月１８日 第２５回子ども読書活動推進計画推進会議開催 

２０２３年８月３日 第１回第五次町田市子ども読書活動推進計画策定委員会開催 

２０２３年８月下旬 第１回第五次町田市子ども読書活動推進計画策定作業部会開催 

※２０２４年３月までに計画素案完成

【２０２４年度】 

２０２４年９月中旬 市民意見の募集 

２０２４年２月中旬 第五次町田市子ども読書活動推進計画確定 

２０２５年３月議会 第五次町田市子ども読書活動推進計画策定について行政報告 

６ 計画の推進・進捗管理 

 第五次町田市子ども読書活動推進計画は、引き続き町田市子ども読書活動推進計画推進

会議にて、進捗状況等の管理を行い、子ども読書の推進を図ります。 

…
 

【計画検討体制】 

…
 

会議委員：小・中学校校長、小学生保護者、中学校 PTA、保育園・幼稚園協会代表、図書館又は学校図書館

に係わるボランティア、町田市立図書館協議会の代表、子ども生活部児童青少年課長、子ども生

活部子育て推進課長、学校教育部教育総務課長、学校教育部指導課長、生涯学習部図書館長、 

子ども読書活動

推進計画推進会議

第五次町田市子ども

読書活動推進計画

作業部会

第五次町田市子ども

読書活動推進計画

策定委員会

図書館事業委員会

（事務局）

図書館協議会

①②③

④

⑤⑥
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○第五次町田市子ども読書活動推進計画策定委員会設置要領

第１ 設置 

第五次町田市子ども読書活動推進計画（以下「第五次計画」という。）の策定に

資するため、第五次町田市子ども読書活動推進計画策定委員会（以下「委員会」と

いう。）を置く。 

第２ 所掌事務 

  委員会の所掌事務は、次に掲げるとおりとする。  

（１）第五次計画の策定に関すること。

（２）前号に掲げるもののほか、委員会が必要と認める事項

第３ 組織 

１ 委員会は、委員長及び委員をもって組織する。 

２ 委員長及び委員は、次に掲げる職にある者をもって充てる。 

  委員長 生涯学習部図書館長 

  委員  子ども生活部児童青少年課長 

 子ども生活部子育て推進課長 

学校教育部教育総務課長 

学校教育部指導課長 

生涯学習部生涯学習総務課長 

生涯学習部生涯学習センター長 

 生涯学習部図書館市民文学館担当課長 

第４ 委員長 

１ 委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。 

２ 委員長に事故があるときは、委員長があらかじめ指名する委員が、その職務を

代理する。 

第５ 会議 

資料３－２ 
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１ 委員会は、必要に応じ委員長が招集する。 

２ 委員長は、必要があると認めるときは、委員会に委員以外の者の出席を求める

ことができる。 

第６ 作業部会 

１ 委員会に作業部会を置く。 

２ 作業部会は、委員会から指示された事項に関し、情報の収集及び分析、施策及

び事業の検討等を行う。 

３ 作業部会の構成及び運営に関し必要な事項は、委員長が委員会に諮って定める。 

第７ 庶務 

委員会の庶務は、教育委員会生涯学習部図書館において処理する。 

第８ 委任 

この要領に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が委員

会に諮って定める。 

附 則 

１ この要領は、２０２３年７月１日から施行する。 

２ この要領は、２０２５年３月３１日限り、その効力を失う。  

(第四次町田市子ども読書活動推進計画策定委員会設置要領の廃止) 

３ 第四次町田市子ども読書活動推進計画策定委員会設置要領(２０１８年９月１日

施行)は、廃止する。 
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第五次町田市子ども読書活動推進計画策定スケジュール

2023 2024 2025

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

● ● ● ● ● ● ● ●

策
定
委
員
会

作
業
部
会

（
チ
ャ
ッ
ト

）

（
図
書
館
事
業
委
員
会

）

事
務
局

🌸 🌸 🌸 🌸 🌸 🌸 🌸 🌸 🌸 🌸

※軽微な修正であれば、事務局一任で実施しない

図
書
館
協
議
会

市
議
会

市
民

教
育
委
員
会

（
毎
月
上
旬

）

推
進
会
議

（
年
２
回

）

推

進

計

画

策

定

委

員

会

行政報告
【市民意見募集について】

意見の概要
市の考え方公表

第

五

次

推

進

計

画

施

行

市民意見募集
9/15号広報

【9/16～10/15】

行政報告
【第五次町田市子ども読書活
動推進計画策定について】

・スケジュール報告

・方向性の提示

・スケジュール報告

・第四次計画振返り

・国・都の動向

・計画骨子案提示（方

針・目標）の検討

・事業ぶら下げ提示

・足りない視点、事業の確認

・重点事業の確定

第2回会議第1回会議

市民意見募集
について報告

第5回会議

・市民意見報告

・「市の考え方」確認

・最終計画案の確認

・市民意見報告

・最終計画案の提示

・スケジュール等報告

・骨子案修正提示

・事業出しについて

第3回会議

・計画素案提示・検討

・重点事業の数値確認

・計画案提示・検討

第28回会議

計画策定報告

第1回会議

・事業ぶら下げ提示

・足りない視点、事業の確認

・重点事業の選定

第2回会議 第3回会議

・計画素案提示・検討

・重点事業の数値確認

・計画案提示・検討

・計画骨子報告

・事業のぶら下げ提示

第26回会議

・計画案提示

第27回会議

・計画骨子案提示

・図書館事業提示
・計画素案提示

・市民意見報告

・最終計画案の提示

計画策定検討報告

★委員会設置要綱

⇒各委員に打診

・国・都の計画確認

・視点・方向性について

・計画骨子案提示（方針・

目標）のたたき台

【各課事業出し依頼】

・市民意見とりまとめ

⇒「市の考え方」作成

・最終計画案作成

・計画最終稿作成

⇒製本印刷依頼

計

画

完

成

【市民意見募集準備】

≪計画案作成≫

≪計画案修正≫

【重点事業数値依頼】

≪計画素案作成≫

・計画案提示

第25回会議

第4回会議

第4回会議

資料３－３

計画策定検討報告
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